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　「私に、教師という仕事が務まるのだろう
か。」初めての教育実習の後、私は落ち込ん
でいました。算数の授業で、一人の女の子に
「分からない」と悔し涙を流させてしまった
り、みんなが長縄をしている横で悲しそうな
表情をしている子に気付けなかったり･･･。
私が小学校の特別支援学級で学習支援ボ
ランティアを始めたのは、「少しでも、そんな
自分を変えたい」という思いからでした。
　子どもたちと継続的に関わることができ
る貴重な学びの場を与えていただけたこと
は、私にとってかけがえのない経験となりま
した。子どもたちとの時間を重ねるうちに、

子どもの表情や行動にはすべて、その子の
「表現」がいっぱいにつまっているというこ
とに改めて気付きました。しかも、思いをど
のような仕方で表現してくれるかは、子ども
によって全く異なります。ときには、子ども自
身すら気付いていない思いが、表情や行動
に表れていることもあるのだと思います。
　ボランティア最終日に、子どもたちからも
らった手紙は、今でも私の宝物です。「くみこ
先生、ありがとう」。ぎゅっとクレヨンを握りし
めて書いてくれた姿を思い出す度に、忙し
い毎日の中でも、心に少しのゆとりをもっ
て、子どものわずかな表情の曇りや何気な
い変化にも気付けるようになりたいという
思いを強くしています。

　大学の４年間Ｉ・Ｃプレイホームというサー
クルで活動しました。Ｉ・Ｃプレイホームは心
や身体や知能にハンディを持つ人たちと毎
週土曜日、様々な活動を行うサークルです。
Ｉ・Ｃプレイホームの活動方針には、「専門家
ではありませんので､参加者の自発的な動
きや決定を大切にする」「参加者・ボランティ
アなどの立場を超え､同じ人間としての出会
いを大切にする」とあります（一部抜粋）。専
門家ではないので、何かを教えようと考える
ことはありません。共に活動し、共に感じた
ことを伝え合うというシンプルなものだった
ように思います。現在は教師という立場です
ので、児童・生徒の特性に応じて、指導を行
う立場にあります。しかし、何かを教えようと
いう立場を一度離れ、人としてまるごと付き
合ってみる、このことが子どもたちとの関係
づくりにとても役立っていると感じていま
す。また、夏の４泊５日のキャンプ、秋のいも

煮会、冬のクリスマス会等様々な企画を考
えました。企画を考える中で熱い議論が交
わされ、「スイカ割りのスイカを一人一つ割
るにはどうしたらよいか！」と遅くまで話し合
い、張り子で作ったスイカの模型を人数分
準備することもありました。時には意見がぶ
つかることもありましたが、必ず企画が終
わった後にはメンバーも学生も笑い合って
いたように思います。今日、学校現場では、
チームで協働する大切さが叫ばれていま
す。人と深くかかわり合い、チームで共に考
え、悩み、笑い合うという素晴らしさを学ぶ
ことができた、この４年間はこれからも私の
原点となるでしょう。
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